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医療の声を力に。
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　皆様　こんにちは！
令和３年４月４日に行われました秋田県議会

議員秋田市選挙区の補欠選挙にて初当選
させていただきました島田 薫です。
６月の秋田県議会では、さっそく登壇して
一般質問を行い、新型コロナウイルス感染症を
含む感染症対策、子宮頸がんの予防に向け
たHPV（ヒトパピローマウイルス）ワクチン接種
の周知、ひとり親世帯の現状や課題、出産
前後の経済的な負担軽減、オンライン診療の
普及に当たっての課題や今後の進め方、過疎
地域における有床診療所の設置について知事
と健康福祉部長に質問し、答弁を得ました。
　また、総務企画委員会に所属して、「新型コロ
ナウイルス感染症への対応」、「第３期ふるさと
秋田元気創造プランに基づく事業」を含む６月
補正予算の討論と採決を行いました。
現在、新型コロナウイルスワクチン接種を望む

県民の皆様が早期に接種を受けられるよう、
集団接種会場や高齢者施設、病院での個別
接種などにおいて、みずからワクチン接種に
積極的に携わっているところであります。
　今後とも、皆様の健康と命をしっかりと守る
ために働きますので、よろしくお願いします。

秋田県議会議員 島田　 薫
◎県議会　総務企画委員会
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望む方へのコロナワクチ
ン接種に携わっています

令和3年第1回定例会

６月議会 初の一般質問に登壇しました。
感染症対策について

－ 感染症指定病院について －
問

答

答

島田

知事

医師会活動
●秋田県医師会常任理事
●能代市山本郡医師会理事
　　　　　（感染症対策委員会委員長）
●日本医師会地域包括ケア推進委員会委員
●森岳温泉病院理事長 ●特養もりたけ理事長
地域活動等（抜粋）
●山本中学校、藤里小学校学校医
●三種町地域福祉計画、
　地域福祉活動策定委員会委員
●藤里町教育支援委員
●秋田県山本地域医療福祉協議会
　専門委員
●秋田大学医学部非常勤講師

●地域医療構想アドバイザー
●秋田県ナースセンター事業
　運営委員会委員
●秋田県循環器病
　対策推進協議会委員
●秋田県新型コロナウイルス感染症
　対策協議会委員

日本医師会地域包括ケア推進委員会委員
特養もりたけ理事長

一般質問の詳細は
　　　　　 県議会HPの動画で！

ワクチン接種

数年ごとに新たな感染症が世界で流行していることから、有
事に感染症対策を専門とする人材や派遣チームを集めて稼
働できる感染症指定病院または指定病棟を県北、
中央、県南に決めておくべきではないか。
次の「秋田県医療保険福祉計画」の策定に当たり、
感染症医療についての議論を深めていく。

ＳＤＧｓにおける福祉・医療などについて
－ ひとり親世帯に対する今後の取組について－
問

答

島田

知事

ひとり親世帯の相対的貧困率が高い水準にある
が、ひとり親世帯の現状や課題をどう捉え、その解
決に向けて、今後どのような取組を進めていくべき
と考えているのか。

今後も、ひとり親世帯の生活の安定に向
けて、個々の実情に応じた支援に取り組
んでいく。

－ 出産前後における　　　
　　　経済的支援について－
問

答

島田

知事

自然減の原因である出生率の向上に
向け、出産前後の経済的な負担軽減を
図るための手厚い支援を検討すべきと
考えるが、これに対する所見を伺う。

市町村と連携しながら、引き続き子育てに関する経済的支援
を行うとともに、安心して出産できる環境を整えることにより、
妊娠・出産の希望をかなえられる社会づくりを進める。子宮頸がんの予防に向けた

ＨＰＶワクチン接種の周知について
問

答

答

島田

健康福祉部長

厚生労働省において、自治体からＨＰＶ（ヒトパピローマウ
イルス）ワクチン接種に係るリーフレットの個別送付を行う
ことが了承されており、県として、市町村が周知する際の支
援になるよう、県内の実施状況・実施率などの情報を集約
し、県内の取組状況のフィードバックをお願いしたいと思う
がいかがか。
今年度、定期接種の実施状況について、全市町村を対象と
した調査を実施し、結果を取りまとめてフィードバックする。

過疎地域における
有床診療所の設置について

問
島田

知事

医療機能が不足している過疎地域に公設の有床診療所を設
立し、それと連携して医療・介護・福祉サービスを提供すれば、
地域住民が安心して暮らせるまちづくりを進めることができ
る。過疎地域における常勤医の不在への対応や、有床診療所
の設置について考えを問う。
勤務医による診療応援体制の構築やドクターバンクの設
置を行っているほか、後継者不足に悩む診療所と承継を
望む県内外の医師とのマッチングの仕組みづくりを支援し
ている。また、検討会の中で、医療機能が不足している地域
における診療所の在り方についても協議していく。

答

－ オンライン診療について－
問
島田

知事

県民がどの地域においても等しく医療を受けることができる
ための、対面診療との組み合わせ方などの実施要件を満たす
オンライン診療の普及を進めるべきと考えるが、オンライン診
療の普及に当たっての課題や、今後の進め方について所見を
伺いたい。
医療のデジタル化を推進するための体制づくりの予算を今
議会に提出しており、オンライン診療を含めた医療のデジ
タル化に向けて取り組みを進めたい。

－ 秋田版疾病対策センターについて －
問
島田

知事

県健康環境センターを「秋田版疾病対策セ
ンター」として感染症部門の機能を強化し、
感染症自体と感染症予防対策の情報集約及
び発信を更に積極的に行ってはいかがか。

今後、各分野の専門家を交え、議論を深め、
より効果的なセンター運営を目指す。

島田 薫 の プロフィール
昭和31年生まれ  秋田大学医学部卒
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